
基礎の高さが300mm未満の場合はフラット35適合基準を満たしません。また、築年数が10年未満の
場合は、基礎の高さが400mm以上でないとフラット35適合基準を満たしません。

基礎に換気口がない場合、フラット35適合基準を満たさない可能性があります。ただし、築浅の物件
など基礎パッキンの場合はフラット35適合基準を満たします。

フラット35適合基準のS基準（中古住宅）を満たすためには階段に手すりが必要です。

フラット35適合基準のS基準（中古住宅）を満たすためには浴室に手すりが必要です。


